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北海道の堆積岩断層帯周辺 および石炭層お ける深部地下水中の メタン 生成微生物講 毛
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メタン 生成微生物は様々 な嫌気的環竟に広く分布しており、C伍∠H2あるい は醜 唆等の 低分子有機物を基質にメタン を

生成するため、地鰻 竟に おける炭素循環にお い て有機物の
一
次生産者あるい は 終末分解者として 灘 関わ っ て い る。

最近、16S　 rRNA 遺伝子 に基づく分子生物学的手法の 普及に慨 ・、地下深部の 環境にお い て も、メタン 生成微生物の

存在が示1麩 れるようになっ てきており、有機物の 乏しい地下環境におい てもメタン蜻 妝生物は炭素循環に重要な役

割を果たして い ると考えられ る。 それ故、メタン 生成に 関わる地下微生物の 多様性を明らか にすることは、地下深部の

炭素循環を理解ずる上で重要な知見となる。最近我々 は、16S　rDNA クロ
ー

ン ライブラリ
ー法を用い て北海道の 幌延地

域の 堆積岩帯および夕張地域の炭層とい っ たメタンをfitSftして い る陸或の 地下環境にメタン生成に関わる微生物が主

要な微生物群集として存在して い るこ とを明らか にした。 攤 尠或の 深部堆積岩地下水中で は、Methanoclletcs属に近

縁な phヅ1σ卿 e、硫酸選元微生物、　Fiimikutes門、およOlt　BtitコteroidUtes門に近縁な 画ylo轄peが共存してい た。興味深い

ことに夕張地域の 石炭層に包蔵 きれてい るメタン は同位体分析で は熱分解起源 で あることが示唆されたが、同地下水

に は メタン生成に関わる微生物群集が存在して い た。同地域の 炭層における微生物群集の 構造は、幌延堆積岩帯の メ

タン 生成微生物詳集と類似性が み られた。これ らの 瀚 冓造 は 中温域の 深部地下水環境に お けるメタン生成微生物群

集構造のモ デル の
一

つ であると推察される。
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　rRNA 遺伝子 の 大量リ
ー

ドによる水田土壌にお ける脱窒細菌コ ミュ ニ ティの 解析
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土壌DNA に含まれる 16S・rRNA 遺伝子を大量にシーケンス 解析することにより、水 田土壌で活発に脱窒を行っ て い る

細菌群集の解明を試みた。湛水状態で前培養した水 田土壌をバ イア ル 瓶に入れ、硝酸およびコ ハ ク酸を添加し嫌気条

件下、30℃ に て 24h培養し脱窒活陸を高め鵡 対照として、硝酸の み添加、コ ハ ク酸の み添加、両撫 励 ［ぼ それぞ

れ培養した±嬢 、 さらに培養前の 土壌を用意した 。 これら5つ の 土壌サ ン フウレから  dbea血 gを用い た直接法 で DNA

を抽出し、16S　tRNA 遺伝子 の ほ ぼ全長を対象に PCR を行い、クロ ーニ ングを経て塩基配歹1踊 轍 した。そ れ ぞれの

サン プル にっ き 1000　Om 一
ン を驃 にシ

ー
ケンス を行 い 、嫩 噺 しt＝．　Firrnicutesは 5 っ の 壌 ナン プノレに共通し

て優占してい た。硝酸の み、あるい はコ ハ ク酸の み添加して培養した土壌では、培養前と比較して特定の 細菌グル
ー

プ の増加はあまり見られなか っ た。それに対し、硝酸および コ ハ ク酸を添加して培養した土壌にお い て は Proteobagteria

門に 属する細菌が特異的に増加した。その 中に は昨年度報告した S儉ble  む⊃pe　P【obing を用い た研究で確認された新

規 の Beゆ o蜘 b韻 函 a 綱 に属するもの が含まれて い た。こ れらの 細菌は脱窒が 活発 に 行われる条件下の 土壌で 特異

的に増殖す るもの と推定された。本研究は生研 セ ン タ
ー
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